
平成２９年度熊本県難病患者等ホームヘルパー養成研修事業実施要項 

 

１ 目的 

難病患者等の多様化するニーズに対応した適切なホームヘルプサービスを提供する

ため、必要な知識、技能を有するホームヘルパーの養成を図る。 

なお、本事業の実施に当たっては、この実施要項、平成２８年３月３０日付け厚生

労働省健康局長通知「療養生活環境整備事業実施要綱の一部改訂について」（平成２

８年３月３０日健発０３３０第１９号）の定めるところによる。 

 

２ 実施主体 

  事業の実施主体は熊本県及び熊本市とする。 

ただし、事業の一部又は全部を適当と認められる研修実施機関等に委託することがで

きるものとする。 

 

３ 研修の内容 

（１）研修は、難病患者等ホームヘルパー養成研修「難病基礎課程Ⅱ」とする。 

（２）カリキュラムは、別紙のとおりとする。 

 

４ 対象者 

①介護保険法施行規則（平成１１年厚生省令第３６号）に定める介護職員初任者研修

課程の修了者又は履修中の者及び平成２５年度末までに介護職員基礎研修課程、１

級課程、２級課程、３級課程のいずれかの研修を修了している者 

②「障害者（児）ホームヘルパー養成研修事業の実施について」（平成１３年障発第

２６３号社会・援護局障害保健福祉部長通知）に定める居宅介護職員初任者研修課

程、障害者居宅介護従事者基礎研修課程の修了者又は履修中の者及び平成２５年度

末までに居宅介護従事者養成研修１級課程、２級課程、３級課程のいずれかの研修

を修了している者 

③社会福祉士及び介護福祉士法施行規定（昭和６２年厚生省令第４９号）に定める介

護福祉士養成のための実務者研修の修了者又は履修中の者 

④介護福祉士 

 上記の①から④のいずれかに該当する者で、原則として難病患者等ホームヘルプ

サービス事業に従事することを希望する者、従事することが確定している者又は既に

従事している者とする。 

 



５ 受講の手続 

（１）受講の申請に当たっては、熊本県知事または熊本市長に申し込むものとする。 

   ただし、事業を研修実施機関等に委託する場合は、当該実施機関に申し込むものと

する。 

（２）熊本県知事及び熊本市長は、受講申込者の中から受講生を決定し、通知するものと

する。 

   ただし、事業を研修実施機関等に委託する場合は、当該実施機関から通知するもの

とする。 

 

６ 修了証書の交付等 

（１）熊本県知事及び熊本市長は、「難病基礎課程Ⅱ」の研修修了者に対して、修了証書

及び携帯用修了証明書を交付するものとする。 

（２）熊本県知事及び熊本市長は、研修修了者について、修了証書番号、修了年月日、氏

名、生年月日等を記載した名簿を作成し、管理するとともに、作成後速やかに送付す

るものとする。 

 

７ 受講料 

  研修会参加費用のうち、教材等に係る実費相当分については、受講者が負担するもの

 とし、その金額については、別に定める。 

  また、受講に係る交通費、宿泊費、食費等については受講者が負担するものとする。 

 

８ 費用負担について 

  熊本県と熊本市で、別に定める。 

 

９ 事務の処理 

（１）事業を委託して実施する場合、事業者との業務委託契約、事業者の業務の履行確認

及び事業者に対する業務の委託料の支払に関する事務は、熊本県が行う。 

（２）成果物は、熊本県と熊本市のそれぞれに帰属する。 

 

１０ 雑則 

  この要項に定めるほかに必要な事項は別に定める。 

 

附則 

  この要項は、平成２９年１０月２０日から施行する。 



別紙 

１ ｢難病基礎課程Ⅱ｣カリキュラム（６時間） 

 

教  科  名 

 

目      的 

 

内    容 

 

（１）難病に関する行政施策（１時間） 

 
ア.難病の保健・医療・
 福祉制度Ⅱ 

   （１時間） 

 

 
難病の保健・医療・福祉制度の

サービスの種類、内容、役割に 
ついて理解を深める 
 

 
  難病の保健・医療・福祉
制度とサービスの詳細な把
握 

 

 

 

（２）難病に関する基礎知識Ⅱ（４時間） 

 
ア.難病の基礎知識 Ⅱ 
  （３時間） 
 
 

 

 

 
  ホームヘルパーがその業務に
おいて直面するレベルを中心と 
した難病患者の医学・保健の基礎 
知識について理解を深める 
 

 
  難病各疾患及び難病に関
する保健の理解 
 
 

 

 

 
イ.難病患者の心理学的
 援助法 
  （１時間） 

 

 

 
難病患者に対する心理学的援助 

方法について学習し、その視点
を理解する 

 

 

 
 心理学的リハビリテーシ
ョンの効果的な援助方法の
概要把握とその基本視点の
難病ホームヘルプサービス
への活用 
 

 

（３）難病に関する介護の実際（１時間） 

 
ア.難病に関する介護の
 事例検討等 
    （１時間） 
 
 

 

 

 
   市町村の保健部門及び保健所と
の関わり方を中心に、異なった 
職種やサービスとの連携につい 
て学習を深める  
 

 

 

 
・市町村の保健部門及び保健
所の難病関連事務の学習 
・難病のケースでかかわる
ことの多い異職種や他のサー
ビスとの連携、調整等の事例
検討 
 

 

 


